
巻  頭  言

巻

頭

　

　

一言
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‐
中
国
簡
蹟
呼
称
に
つ
い
て
の
援
〒

―

‐

一
九
七
三

・
七
四
年
に
居
延
漢
簡
が
出
土
し
た
こ
と
は
既
に
常
識
に
な
っ
て
い
る
。　
一
九
二
〇

・
三

一
年
の
出
上
に
つ
い
で
、
同
じ
地
域
の

う
ち
三
ケ
所
を
重
点
的
に
調
査
し
た
結
果
、
そ
れ
だ
け
で
前
回
の
総
数
の
二
倍
の
量
の
簡
蹟
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、　
エ
チ
ナ
川
流
域
に
眠
る

漢
簡
の
量
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

一
九
七
九
年
に
玉
門
関
に
近
い
敦
埋
県
馬
圏
湾
で
約
二
千
点
の
漢
簡
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
こ
こ
は
漢
の
千
秋
聡
の
あ
と
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
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一
九
七
八
年
夏
に
青
海
省
大
通
県
上
孫
家
塞

一
一
五
号
漢
墓
か
ら
約
四
百
点
の
断
簡
が
出
上
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
軍
功
賞
爵
関
係
の
も
の

で
あ
る
。

今
日
ま
で
未
だ
正
式
の
報
告
は
な
い
が
、　
一
九
七

一
年
に
甘
粛
省
甘
谷
県
の
後
漢
墓
か
ら
、
二
三
枚
の
内
容
が
関
連
の
あ
る
木
簡
が
出
上
し

て
い
る
。　
そ
の
一
部
の
写
真
は
、　
最
近
出
版
さ
れ
た

『
漢
簡
隷
書
選
』
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

（同
書

一
八
十
二

一
葉
）。
こ
れ
は
後
漢
の

延
薫
年
間

（
一
五
八
十

一
六
七
）
の
も
の
で
、
宗
室
の
権
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
命
ず
る
地
方
の
官
文
書
が
写
さ
れ
て
い
る
と
い
分
。

こ
の
よ
う
な
中
国
簡
蹟
に
関
す
る
最
近
の
情
報
に
接
す
る
と
き
に
、
私
は
木
簡
の
呼
称
に
つ
い
て
何
ら
か
の
方
針
を
決
め
て
お
く
必
要
を
感

ず
る
ゃ
砂
の
盛
り
上
っ
て
い
る
所
を
足
で
掻
け
ば
漢
簡
が
見
つ
か
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
エ
チ
ナ
川
流
域
を
始
め
と
し
て
！、
同
じ
地
域
か
ら

再
三
に
わ
た
っ
て
今
後
漢
簡
の
出
上
が
確
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
居
延
漢
簡

・
新
居
延
漢
簡
と
い
う
よ
う
な
呼
称
で
は
間
に
あ
わ
な
い
こ
と



は
目
に
見
え
て
い
る
。
教
煙
漢
簡
は
、
ス
タ
イ
ン
第

一
次
探
検
、
第
二
次
探
検
、　
一
九
四
八
年
の
夏
昂
氏
ら
の
調
査
に
加
え
て
一
九
七
九
年
の

出
上
が
あ
り
、
四
次
に
及
び
、
七
九
年
の
出
土
量
が
最
も
多
い
と
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
居
延

一
九
二
〇

。
三

一
年
出
土
簡
と
か
、
居
延
七

三

・
七
四
年
簡
と
が
い
ダ
ょ
う
な
呼
称
を
考
え
て
、
共
通
語
と
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
で
考
え
て
提
示
し
て
貰
え

れ
ば
、
他
国
の
研
究
者
は
こ
れ
に
従
う
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
釈
文
は
も
と
よ
り
、
発
掘
簡
報
の
発
表
の
時
点
か
ら
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
使
用

し
て
貫
う
の
が

一
番
良
い
と
い
う
こ
と
を
、
中
国
の
研
究
者
に
要
望
し
て
お
き
た
い
。

居
延
二
九
二
〇

。
三

一
年
出
土
簡
に
つ
い
て
は
、
中
国
で

『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
下
冊
が
刊
行
さ
れ
、
下
冊
に
は
新
し
い
釈
文
と
全
簡
の

出
土
地
が
発
表
さ
れ
た
。　
一
方
、
労
秩
氏
の
弟
子
で
台
北
に
お
い
て
簡
贖
学
会
を
主
催
す
る
馬
先
醒
氏
を
中
心
に

『
居
延
漢
簡
新
編
』
上
下
が

出
版
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
二
つ
の
出
版
物
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
両
者
を
検
討
し
て
考
え
を
述
べ
る
段
階
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
従
来
の
図
版

・
釈
文
に
更
に
二
点
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
き
な
期
待
と
喜
び
を
持
つ
と
共
に
、
そ
の
複
雑
な
出

版
物
の
関
係
に
多
少
ｏ
困
惑
も
つ
き
ま
と
う
。

馬
先
醒
氏
は
し
き
り
に
日
本
に
お
い
て
世
界
の
木
簡
研
究
者
の
集
会
を
開
く
よ
う
に
希
望
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
わ
が
木
簡
学
会
に
対

す
る
期
待
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　
一
段
の
発
展
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
大
　
庭
　
　
脩
）




